
 

 

１ 趣  旨 

 本会では、「社会的孤立の解消・防止」を目指すべく平成 29年度に県内 18の民間福

祉団体が推進団体となった「THANKS（サンクス）運動」をスタートしています。第Ⅰ

期運動期間（平成 29年度から令和 3年度までの 5年間）においては、市町村社協を中

心とした「社会的孤立対策モデル事業」の実施をはじめ、支援体制の仕組みづくりを重

点に取り組んでまいりました。第Ⅱ期運動期間では、ヤングケアラーをはじめ、制度の

狭間に置かれた社会的課題の解決に向けた支援方策の検討や、市町村段階における運動

展開、各推進団体の主体的な運動への参画、県民運動としての機運の醸成等の取り組み

を一層強化していきます。 

 そこで、本セミナーでは、ヤングケアラーの現状の理解を図ることを通じて、学校や関係機

関等と連携、地域の中で見守り・支える体制づくりに向けて、市町村社協として求められる役割

等を考えることを目的に開催します。 

 

 

２ 主  催 社会福祉法人 沖縄県社会福祉協議会  

 

３ 日  時 令和５年 10月３日（火）１３：３０～１６：３０（受付１３時００分～） 

 

４ 会  場 県総合福祉センター 403研修室 

                              

５ 参加対象 市町村社会福祉協議会職員  

    

６ 参 加 費 無料  

 

７ 定  員 5０名   

 

８ 申込締切 令和５年 9月 26日（火） 

 

THANKS（サンクス）運動推進セミナー 

～地域におけるヤングケアラー支援～ 

開催要項 



９ 日  程  

時 間 内 容 

13：30 

（30分） 

◇開会/事業説明「THANKS（サンクス）運動の取り組みについて」 

沖縄県社会福祉協議会 地域福祉 部長 伊良皆和弘 

14：00 

（３0分） 

◇講話  

「県内におけるヤングケアラーの現状と求められる支援について」（仮題） 

講師：沖縄大学 教授 名城 健二 氏 

14：３０ 

（10分） 
◇休憩  

1４：4０ 

（80分） 

◇事例検討 

 「ヤングケアラー支援における私たち社協ができること  

～THANKS（サンクス）運動を通して～」 

         進行・助言：沖縄大学 教授 名城 健二 氏   

 

 

 

 

 

テーマ１ 「早期発見・把握をするためにできること」 

テーマ２ 「ヤングケアラーの子や世帯が地域のなかで孤立をしないためにできること」 

各テーマについてサンクス運動の３つの柱に沿って考えていきます。  

①支え合い活動 ②関係機関との連携 ③コミュニティソーシャルワーカーとして  

16：００ 講師からの統括  

16：30 閉会  

 

10 申込方法について  

本会ホームページ「研修会・大会等」からお申込みください。「受講申込入力フォーム（フォーム

ズ）」へアクセスし、必要事項を入力のうえ、送信してください。 

  

11 申込み・問い合わせ先 

社会福祉法人沖縄県社会福祉協議会 地域福祉部（根路銘・国吉） 

〒９０３－８６０３ 那覇市首里石嶺町４―３７３－１   

電話：０９８－８８７－２０００ ＦＡＸ：０９８－８８７－２０２４ 

Ｅ－Ｍａｉｌ：i-tiiki@okishakyo.or.jp 

県社協ＨＰ：https://www.okishakyo.or.jp 

講話を踏まえ県内のヤングケアラーの現状や課題に対し理解を深めながら、講

師から提供される事例に対し、市町村社協としてできることをサンクス運動の

柱に沿って検討します。 

ＱＲコードからも 

アクセスできます 

mailto:i-tiiki@okishakyo.or.jp
https://www.okishakyo.or.jp/

